
様式１‐１ 
                                                ［概要報告書］  

実践校に関する事項 

学校区分 学校名 学校長名 

中学校 加太中学校 神﨑 信彦 

学校所在地 

  〒  640 ‐ 0103 和歌山市加太2692-1 
  tel 073(459) 0004    fax  073(459)2655      

担当者名 役職名・担当教科 

秋山 博紀 教頭 

 〔学校の概要〕 

 
本校は、和歌山市の西北端に位置し、海と山に囲まれた静かな環境にあり、漁業と観光業が盛んな地域です。 
加太地区の世帯数、人口は、年々減少しており、令和２年１０月現在の世帯数、1,214世帯、人口が2,509人で、 
本校の全校生徒数も同じく年々減少しており、現在の全校生徒数は22人で、和歌山市の学校では最小規模校です。 
クラブもソフトテニス部だけの学校ですが、色々な活動では、盛んに行われています。また、地域と学校との 
つながりが深く、学校教育に対する関心や期待が大きい地域でもあります。 

研究実践に関する事項 

対象者・生徒 学習支援者等（延人数） 主な活動場所 

1年5名・2年11名・3年6名(計22名) 世界遺産ﾏｽﾀｰ3名､ｾﾝﾀｰ職員3名､教職員8名(14名) 高野山（壇上伽藍～金剛峯寺） 

実践研究テーマ 

歴史上・学術上極めて高い価値を有する世界遺産｢紀伊山地の霊場と参詣道｣について学び、理解を深める。 

実践教科等名 単元名 

 
総合的な学習の時間 

 
高野山学習 

 〔キーワード〕 世界遺産学習   

 〔単元目標〕 

(１) 地元和歌山の世界遺産である高野山の歴史、文化について調べ、理解を深める。 
(２) 調べた内容を伝え合う活動を通して高野山の素晴らしさやよさを感じる。（感じる力） 
(３) ビデオの鑑賞により情報を集め、必要な情報を取捨選択して、目的に応じた資料の収集整理をする。 

(実現する力） 
(４) 高野山での現地学習として、「世界遺産講座」の受講・ビデオ鑑賞またフィールドワークを通してより実際的、専門的

な知識を得る。また、その情報をまとめる。 
(５) 調べたことをプレゼンテーションして発信する活動を通して、企画力、構想力を高め、情報の受け手を意識した表現を

する。 

 〔学習に当たった全学習時間数（世界遺産学習に関わる時間数及び 学習活動名／教材名）〕 

  全体   ５ 時間 （「 高野山学習 」   ４ 時間 ） 

 〔地域および文化財管理者等との連携の実施状況〕 

 和歌山県世界遺産センター…次世代育成事業（現地学習） 

  

 
 
 
 
 
 
 



様式１‐２ 
                                                ［概要報告書］  

実践校に関する事項 

 〔単元指導計画概要〕 

  主な学習活動 学習への支援 評価方法等  

１ 

和歌山の歴史や文化を学習する。 「わかやま何でも帳」・「わかやまの文

化財ガイドブック」 
 
 

「わかやま何でも帳」 
「わかやまの文化財ガ

イドブック」等 
 

２ 

高野山について調べよう インターネットや書籍等で高野山につい

ての調べ学習を行い、知識を深める。 
 

ワークシート 
 

３ 

 高野山についてのビデオ学習 
 NHK「ブラタモリ」のビデオを 
観る 

 ・「高野山と空海」 
 ・「高野山の町」 

ビデオ鑑賞を通して高野山についての 
知識をより深める。 

鑑賞態度 

 
 

 

４ 

 現地学習 世界遺産講座を受講 
「紀伊山地の霊場と参詣道」の学習 
高野山でのフィールドワーク。 

観察 

５ 

 まとめよう 学んだことをワークシートにまとめ、学

級内で発表する。また、他者の発表内容

もまとめる。 
学校行事の「学習発表会」において地域

の方々に今回学んだことをパワーポイン

トを使用して発表を行う。 

ワークシート 
発表態度 

 
 〔単元学習の成果と課題〕 

 
成果  高野山学習の実践を通して、インターネットや書籍等を使って生徒みんなで和歌山の歴史や文化を学習するにあたり、

和歌山県の良さ、我々の加太地域のよさをあらためて気づき、その結果、仲間の良さにも気づくきっかけとなった。「ふ
るさと教育」の目的である『和歌山への愛着を高める学習』を推進することができた。さらに｢紀伊山地の霊場と参詣道｣
については、主体的に学ぶことができ、理解を深めることができた。 

 〔世界遺産学習の効果〕 
世界遺産教育は、教科教育において基礎・基本を学び、そして、世界遺産を通じて、世界を身近に感じ、世界の遠いところ

だけでなく、自分の身近にも大切にしたい、未来の世代にも残したいものを考えることができた。また、その学習の中で、興
味の持ったこと（人権、共生、環境、平和）などのテーマを見つけ広く、深い学習をしていくことにあると思われる。 

(１)   世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」について、調べ学習（聞き取り、図書、インターネット等）を通
して興味関心を持てるようになる。 

(２)      高野山で課題解決する力、コミュニケーション能力の方法も身に付けることができる。 
(３)    現地学習を通して世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」についての興味関心を高めるとともに、世界遺

産学習の 素地を養うことができる。 
(４)      世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」で学習したことをもとに、外国の世界遺産に関心を持ち課題設定

ができる。 
(５)      課題について学習したことをまとめ、自分の考えを聞き手に意識して発信することができる。 

 〔世界遺産学習の今後の方向性及び改善点について〕 
世界遺産や身近にある文化遺産、自然環境などを通して地域に対する誇りや地域を大切に思う心情を育み、持続可能な社会の
担い手としての意欲や態度を養う学習をこれからの国際社会を形成する子どもたちの資質を高めるためには、この世界遺産学
習を通してＥＳＤ（持続発展教育）や授業設計が必要である。例えば、世界遺産を保全するために、国境を越えて交流しそれ
ぞれで活躍する人々の姿等に触れることで、諸課題に行動できる意識の育成ができると考える。 



様式２ 
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生徒 高野山現地学習の感想 
〇世界遺産マスターさんの説明で初めて知る事もたくさんあり、新しい知識となりました。 
白犬と黒犬が高野山まで人を連れてきた伝説から白犬と黒犬の石像が置かれたことや屋根に瓦を

敷かないのは、高野山が－１５℃などすごく寒くなることがあり瓦が割れてしまうので、檜の皮を

何重にもしている事や檜の皮は、油分がすごいので火事になると燃えやすいと言うこと等を知って

誰かに豆知識として話したくなりました。大人になっても高野山に観光に来たいと思っています。

教科書では習わない所まで細かく教えていただき有難うございました。素敵な体験になり良い思い

出になりました。３年間有難うございました。 
 
○高野山に到着して驚いたのは、山が黄色や赤に染まって｢とてもきれいだなあ。｣と思いました。

公民館での説明で山伏の姿をした方から道具の紹介、世界遺産の説明を聞きました。昼からの現地

学習で木造の建物が何百年も経っているのにきれいな状態で残っていて｢色んな人に大切にされて

来たんだろうなあ。｣と思いました。また、大昔に建てられた点、ゴミが無くてきれいな点にも驚

きました。この校外学習でたくさんの経験が出来て勉強になりました。世界遺産を大切にして行き

たいし、色んな人にも伝えて行きたいです。 
 
 

 


